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１．はじめに

　本日は「ビッグデータで見る不動産市場の未来」

と題して講演する。私はもともと金融は専門では

なく、ビッグデータや交通システムの分析等に関

わってきた。1994年頃からAIの勉強を始めた。

　当時はディープラーニングの根幹にあるニュー

ラル・ネットワークや回帰木が注目された時期で、

米国ボストンの住宅価格をどのエンジンが上手に

当てることができるのかという開発を、ヒューレ

ット・パッカードやIBMが競っていた。最も測定

が困難な対象の一つが不動産であった。私もこう

した開発に参加したいと思い、不動産のビッグデ

ータを扱うことになり、機械学習の研究を始めた。

そもそも不動産について関心があったわけではな

い。

　現在私が所属している日本大学はアメリカンフ

ットボールの強豪であるが、アメフトもビッグデ

ータ解析の対象になっている。この他テニス、水

泳等のスポーツでビッグデータ分析が行われてい

る。本日は私の研究分野で不動産を分析するとど

のようなことが言えるのか、データから見た市場

という観点で話を聞いてほしい。

　私は2017年９月に帰国したが、それまではシ

ンガポール国立大学不動産研究センターに所属し

ていた。同大の不動産学部は恐らく世界最大の不

動産学部だろう。そこで不動産解析や機械学習等

のリサーチ・メソドロジーを教えていた。まずビ

（本稿は2017年10月25日に日本証券アナリスト協会で開催された講演会の要旨である。）

ビッグデータで見る不動産市場の未来
─不動産バブルは繰り返すのか？─
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